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会  議  録 

平成 21 年度第６回 

社会教育委員の会議 

日

時 

平成 21 年 10 月 21 日（水） 

午前 9 時 30 分～11 時 30 分 

場

所 

小金井市役所第二庁舎

８０１会議室 

事務局 小金井市教育委員会生涯学習課 

出

 

席

 

者

 

委 員 

 

その他 

 

事務局 

伊藤、浦野、小林、樹、中村、本多、本川、吉池 各委員 

（欠席）倉持、田尻 各委員 

渡辺生涯学習部長、尾﨑生涯学習課長、林スポーツ振興担当課長、 

田中図書館長、大関公民館長 

木村生涯学習係主事、 

傍聴の可否 ◎可 ・ 一部不可 ・ 不可 傍聴者数  ０人 

傍聴不可・一部不可の場合の理由  

１．協議事項 

（１）小委員会について 

（本川議長） 

３月までの間に５回を予定させていただいている。日程その他については未定であ

る。いろいろ調整してみたが、５名ということで進めさせていただきたい。任期につ

いては３月まで。申し送り事項もあり、小委員会に参加してみたいという方がいたら、

どうぞ遠慮なく手を挙げていただきたいと思う。いかがか。 

［中村委員の立候補があった。］ 

（吉池委員） 

社会教育委員のほうから公運審と図書館協議会へ出向している方がいる。多くの方

次   第 

１．協議事項 

(1)  小委員会について 

 (2)  管外視察研修について 

(3)  その他 

 

２．報告事項 

(1)  第５ブロック研修会について 

(2)   議会報告 

（3）  文化財センター企画展について 

(4)   市民スポーツレクリエーションの集いの結果について 

(5)   第１１期図書館協議会委員の委嘱について 

(6)   第２０期小金井市公民館企画実行委員の選任について 

(7)  その他 
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が何かをしたほうがいいという基本方針等があればその辺りも勘案してはどうか。逆

に入っていただいたほうがいいようであれば公運審、図書館協議会に行かれている方

を含めてという形になると思う。 

（渡辺委員） 

  図書館の運営協議会だけで、公運審へは選出していない。 

（小林委員） 

  私は放課後子どもプラン運営委員会に出ている。 

（本川委員） 

 現在、小林委員、浦野委員が社会教育委員から出ている。そのことについては、そ

ちらに出ているから入っていただかなければならないとか、そちらに出ているから外

さなきゃいけないということはないと思う。社会教育委員の中での小委員会であるの

で。それでよろしいか。 

［異議なく了承された。］  

（本川議長） 

 今中村さんから手が挙がったが、他にいなければ、この２年間の中でのいろいろな

事情を知っていらっしゃるということで、２期目の方を中心に、３月までの間、進め

ていただくのはどうか。倉持委員と田尻委員はお忙しい方たちで、現状がわからない。

倉持委員は学識経験者であり、専門も社会教育分野ということでぜひお入りいただき

たいとは思うが、伺ってみないとわからない。とりあえず５人のうち４人を２期目の

方にお願いし、中村委員にもお入りいただくという形でいかがか。２期目の方４人に

ついては相談させていただいて、また皆さんにお諮りしたい。 

［異議なく了承された。］ 

小委員会で話し合いがされたことについては、社会教育委員の会議で皆様方にお話

しさせていただき、そこで意見を頂戴し、小委員会のほうに持ち帰ってまた検討する

という形になる。  

 

（２）管外視察研修について 

（尾﨑生涯学習課長） 

管外視察研修の日程であるが、議会と重なっており、日程を１１月１９日の木曜日

にしたい。管外ということで、前回お話の中では清里方面ということがあったので、

一応マイクロの手配もしている。 

（本川議長） 

  日程と研修の場所について、何かご意見あるか。なければご賛同いただけたという

ことで、１１月１９日、マイクロバスにて清里にある小金井市の施設を見学すること

にしたい。往復と見学で時間的にいっぱいかと思うが、どこかの近くの施設等で見学

できる場所があったら候補を出していただきたい。これについては事務局と相談のう

え決めさせていただく。 
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（吉池委員） 

 今期のテーマはネットワークづくりということなので、清里のほうで、あちらの行

政や、美術館等の施設を運営しているところとか、商工会とか、そういう地域協力、

ネットワークに絡んだところが見られればよい。 

（尾崎生涯学習課長） 

時間だが、朝の９時ごろ集合、１１時半ぐらいに向こうに着く。清里山荘ではどん

な料理が出ているのかというのをご覧頂きがてら昼食を取り、施設内の見学、また、

時間があればどこか近くの施設を視察し、帰りは大体５時ごろを予定している。 

   

（３）その他 

・生涯学習推進検討委員会について 

（吉池委員） 

第２次小金井市生涯学習推進計画を見ると、最後のほうに小金井市生涯学習推進検

討委員会という設置要綱が載っている。生涯学習の今期のテーマがネットワークづく

りということになろうかと思う。社会教育委員の会議のほか、公民館でも社会教育主

事が中心になってネットワークづくりの講座等を始めているらしい。こういった情報

を見ると、相当な場所で、行政の中ではそういう論議がなされているのではないかと

思う。社会教育委員の会議で論ずる場合、特に生涯学習推進検討委員会という庁内の

部長会的な委員会と、市民の代弁としての社会教育委員の発言との関係が明白に理解

されている必要がある。社会教育委員の会議で論ずる立場を説明していただけたら、

それに基づいた形で論議をするときの物の視点が定まる。限られた会議の回数の中で、

視点の違うところで一生懸命発言しても役立たないだろうから、有効に、効率的な形

で進めるためには、そこを踏まえておく必要があるかと思う。また、部長職者による

生涯学習推進検討委員会は、ここ最近できたものか。 

（渡辺生涯学習部長） 

 部長職者による小金井市生涯学習推進検討委員会は推進計画の附則の中に平成８年

５月１０日から施行するとあるように、ここ最近で作られたというわけではない。こ

の会議の開催は年に１回程度で、主に推進計画の進捗状況の報告を行い、市全体とし

てこの生涯学習計画の進行状況を把握している。今回、第２次生涯学習推進計画をつ

くったが、これを承認したのが、市の組織としては小金井市生涯学習推進検討委員会。

この場で決定され、正式に市の計画として立ち上がった。特に委員会での議論等はな

かった。 

 

（本川議長） 

 ありがとう。それでよろしいか。 

（吉池委員） 

  結構である。 
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（本川議長） 

  社会教育委員の会議というのは行政と市民のパイプという大きな役割を担っている。

なので、この会議はオープンにされており、傍聴も許可されており、会議録等も公開

されているので、忌憚のないご意見を自己の責任の上でご発言いただければよろしい

のではないか。 

 

・社会教育委員の会議日程について 

（伊藤副議長） 

皆さんにお諮りしたい件がある。この委員会だが、できれば定例的に月の第何週目

の何曜日の何時と、ある程度固定的にしておきたい。皆さんのご都合を伺いたい。 

（本川議長） 

 現時点では第３水曜日の９時半から１１時半ということで皆様には出席していただ

いている。このままでよろしいか。特に支障のある方はいらっしゃるか。 

［特に異議等なかったため、現状の第３水曜日９時半からの開催とすることとなった。］ 

 

２．報告事項 

（１）第５ブロック研修会について 

（中村委員） 

  平成２１年１０月１７日（土）午後２時から、狛江市エコルマホールにて平成２１

年度東京都市町村社会教育委員連絡協議会第５ブロック研修会が実施された。今回は、

「地域の特色を生かせる社会教育」～世代を超えて学びあうまちづくり～との統一テ

ーマを掲げ、シンポジウム形式で実施された。最初に「テーマを考える」と題して、

三鷹市社会教育委員の岡村議長による地域における世代間交流についての話があり、

事例の紹介等が行われた。次に「現状と課題」として、狛江市社会教育委員の高橋委

員と善養寺委員から問題提議がされた。高橋委員は３８年間、ドイツに在住し、ドイ

ツでスポーツに係わる活動をしてきた経験から、社会教育のあり方について提言され

た。また、善養寺委員は現役世代からの視点でミドル世代の社会教育への係わりにつ

いて語られ、世代間交流の必要性を説明された。最後に、府中市社会教育委員の芝会

長と、狛江市谷戸橋地区センター運営協議会の神原氏による事例紹介がされた。芝会

長は「学び返し」のすすめについて話されていたが、この「学び返し」とは、自らの

知識や技能を地域や他の世代に還元していくというもので、この「学び返し」をぜひ

とも第５ブロックから全国に発信していきたい、とのことだった。神原氏は「元祖蕎

麦打ち迷人会」と「かわせみコンサート」を運営しており、研修後の懇親会ではおや

じバンドによるかわせみコンサートと、元祖蕎麦打ち迷人会による手打ち蕎麦を楽し

ませてもらい、「粗大ごみと化したオヤジをピカピカのオヤジにするのが使命」との言

葉通り、活動している方たちのピカピカな姿を拝見することができた。 

（吉池委員） 
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  「現状と課題」の発表では、高橋委員がドイツに在住し、スポーツ関係に携わって

いたということから、スポーツの視点での社会教育についての話を聞くことができ、

非常に良かった。 

（浦野委員） 

  昨年の小金井市の、地域のネットワークをテーマにしたブロック研修会が引き継が

れたように感じた。他市もネットワークづくりの必要性を感じているのではないか。 

（小林委員） 

  中身の濃い研修会であった。当初予定していたグループディスカッションも急遽中

止となるなど、時間が足りないくらいだった。パネリストの方との交流の時間がある

とよかった。 

（本川委員） 

  内容が盛りだくさんで非常に考えることも多く、良い研修だった。今年度のブロッ

ク幹事である狛江市も、昨年の小金井の研修をかなり意識したようなことをおっしゃ

っていたので、改めて去年のブロック研修の評判は良かったのではないかと感じた。 

（本多委員） 

  初めて参加する研修だったので、少し不安であったが、実際に参加してみたら、わ

かりやすい話で、勉強になるところが多く、非常に良い刺激となった。 

  

（２）議会報告 

（渡辺生涯学習部長） 

  生涯学習部関連については３件の陳情があった。１つ目は２１陳情第１１号「栗山

公園健康運動センタープールの団体利用料金値下げ及び運営委託業者に対して料金に

関する条例遵守を求める陳情書」で、栗山公園内プールの団体利用料金についての値

下げを求めるもの。反対が６あったが、賛成多数で採択された。２つ目は２１陳情第

３８号「貫井北町地域センター（図書館・公民館集会施設等）の一日も早い着工を求

める陳情書」で、貫井北町地域センターについて、仮設の小金井消防署分署が撤去さ

れた後、市民参加で検討するための組織を設置し、遅滞なく着工することをもとめる

もの。３つ目は２１陳情第４０号「名勝『小金井（サクラ）』のヤマザクラ並木の復活

に関する陳情書」で、史跡玉川上水整備活用計画を実現するため、予算措置と事業を

所管する専任部署の設置を求めるもの。これら２件については全会一致で採択された。 

（吉池委員） 

  ２１陳情第１１号「栗山公園健康運動センタープールの団体利用料金値下げ及び運

営委託業者に対して料金に関する条例の遵守を求める陳情書」に賛成された方と反対 

 された方の主たる意見の違いのようなものがあれば教えてほしい。 

（渡辺生涯学習部長） 

  はっきりとした意見の違いというものについては話されなかったように思う。強い

て言うなら、高齢者団体の利用料金について等の考え方などで賛否が分かれた可能性



6 

もあるが、明確にこれ、というものはない。 

 

（３）文化財センター企画展について 

（尾﨑生涯学習課長） 

  １１月１日～１２月２０日までの間、市内の指定文化財や登録文化財候補の実物や

写真パネル等を展示した「文化財センター企画展」を実施する。また、１１月７日（土）

には「武蔵野新田を歩く」をテーマに、市北西部の文化財や歴史を訪ねる史跡めぐり

を、１１月２９日（土）には「地域の先覚者川崎平右衛門の事績」をテーマに文化財

講演会を実施する。なお、東京文化財ウィークとして平成２１年１０月３１日から１

１月８日までの９日間、都内の各地で関連事業が開かれている。 

 

（４）市民スポーツレクリエーションの集いの結果について 

（林スポーツ振興担当課長） 

１２日の体育の日に開催した市民スポーツレクリエーションの集いは、今年度は、

総合体育館の大体育室で小学生以上のペアを対象としたキッズテニス、大体育室、小

体育室・柔道場・剣道場で年齢に関わりなくどなたでも参加できるスポーツフェステ

ィバルとしてスポーツ吹矢、輪投げ、ストラックアウト、スポーツチャンバラ、ファ

ミリー体操を行った。参加人数は、キッズテニスは、３８人、スポーツフェスティバ

ルは、合計１５５人が参加した。また、体育の日の事業として体育施設の無料開放を

行った。総合体育館、栗山公園健康運動センター、市テニスコート場の各施設で実施

し、合計１，０２４人の参加があった。なお、体育施設の無料開放に併せ、総合体育

館、栗山公園健康運動センターでは、指定管理者による無料での体力測定会、アクア

ビクス教室を行った。 

（吉池委員） 

  以前体育協会主催で実施されていた綱引き大会では、開会式が実施されていたかと

思うが、開会式のあり方について今後はどのようにしていくつもりか。 

（林スポーツ振興担当課長） 

  今年も当初は開会式を実施する予定はなかった。スポーツレクリエーションの集い

については、参加者に決まった時間に集合してもらって、同じ時間にスタートして実

施する、という趣旨のものではないので、開会式という形をとるのはなじまないかと

思う。 

 

（５）第１１期図書館協議会委員の委嘱について 

（田中図書館長） 

  この度、１１月１日付けで別紙のとおり小金井市図書館協議会委員候補者を別紙の

とおり男性６人、女性４人、計１０人を決定した。平均年齢は、５７歳、最高年齢７

１歳。社会教育委員からは、浦野委員をご推薦いただいている。なお、任期は平成２
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１年１１月１日から平成２３年１０月３１日までとなっている。平成２１年１１月６

日に図書館協議会の開催を予定しており、そこで委嘱を行う。 

 

（６）第２０期小金井市公民館企画実行委員の選任について 

（大関公民館長） 

  第２０期小金井市公民館企画実行委員について３名の欠員があったため、補充選出

を行ったところ、３名の立候補があり、教育委員会で同意を得た上で、別紙のとおり 

１０月２０日付けで委嘱した。 

 

（７）その他 

・三者懇談会について 

（尾﨑生涯学習課長） 

  平成２１年１１月１６日午前１０時から市立図書館学習室にて、図書館協議会委員、

公民館運営審議会委員、社会教育委員の三者で、三者懇談会を実施する予定。現時点

で出席できないことがわかっている委員についてはご連絡いただきたい。 

 

・放課後子どもプラン運営委員会の報告について 

（小林委員） 

  ９月２９日（火）午前１０時から市役所第二庁舎８０２会議室で、放課後子どもプ

ラン運営委員会が実施された。今回は放課後子ども教室の実施状況の報告ということ

で、コーディネーターより、各校の実施報告があった。 

 

・地域教育会議に係る提言について 

（吉池委員） 

  第２３期社会教育委員の出した「小金井市地域教育会議―市民が提案する設立と運

営への指針―」によると１２ページに第２ステップとして平成２２年度から「作業部

会を発足」となっているが、このあたりについてはどのような進行状況なのか。 

（渡辺生涯学習部長） 

  現状としては来年度から作業部会を発足するところまでは進んでいないのが実状。

また、提言として受けてはいるが、すべて実施しなければいけないものとは考えてい

ない。現状を見ながら研究していきたい。 

 

以上 


